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速報 総統選挙：蔡英文総統が圧勝で再選！
立法委員選挙も民進党が単独過半数獲得で完全執政へ！（2020 年1月）

石原忠浩（台湾・政治大学日本研究プログラム准教授、国際関係センター 助理研究員）
（元（財）交流協会台北事務所専門調査員）

1月 11 日に投開票された総統選挙は、現職の蔡英文総統と頼清徳前行政院長の「英徳配」（蔡頼ペ
ア）が、歴代最高得票数となる 817 万票あまりを獲得し、韓国瑜高雄市長、宋楚瑜親民党主席の挑戦
を退け、再選に成功した。
立法委員選挙でも民進党は、単独過半数議席となる 61 議席を獲得し勝利した。柯文哲台北市長が
率いる台湾民衆党は、10 議席を獲得し、議会第三党の地位を獲得した。
新期立法院は2月に開会し、蔡総統は5月 20 日に第二期目の総統に就任する。

1．総統選挙の結果と各陣営の反応

2020 年1月 11 日に投開票された、第 15 回総統
副総選挙は現職の蔡英文総統と頼清徳前行政院長
ペアの「英徳配」が、817 万 231 票（得票率 57.13％）
を獲得し、中国国民党の韓国瑜・張善政ペア（得
票数 552 万 2119 票、得票率 38.61％）、親民党の
宋楚瑜・余湘ペア（得票数 60 万 8590 票、得票率
4.26％）に圧勝した。県市別の得票数に目を移す
と、16 県市で圧勝する結果となった。
本選挙で蔡総統が獲得した 817 万票は、馬英九
元総統が 2008 年の選挙で獲得した 765 万票を上
回り、史上最高得票数となった。投票率は、白熱
した選挙戦を反映したこともあり、前回を8％以
上も上回る 74.90％であった。
再選を果たした蔡総統は、記者会見で、今選挙
の結果の重要な意義は、台湾の主権、民主が脅威

にさらされた時に、台湾住民はもっと大きな声で
台湾の堅持を叫んだことである。北京当局は、民
主の台湾政府が、他者の恫喝や脅しに屈服しない
事実を理解するよう望むと指摘し、両岸の相互尊
重と良性な連動関係こそが、両岸住民の利益と期
待に合致するものであるとした。
続けて、自身が両岸関係の平和と安定に対して

承諾した事項に変化はないが、平和の維持には両
岸双方に責任があり、自分は台湾海峡の平和と安
定に尽力していくとし、中国政府に対し、「和平、
対等、民主、対話」の八文字こそが両岸関係が良
好な連動関係を再起動させ、長期にわたる安定と
発展の鍵となり、両岸人民の間に広がっている距
離を縮め、相互互恵利益が得られる唯一のアプ
ローチだと呼びかけた。
台湾住民に向けては、今回の結果は、過去四年

間の施政において我々が正確な方向を歩んできた
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表1 第 15 回総統副総統選挙の得票率、投票数

蔡英文・頼清徳ペア 韓国瑜・張善政ペア 宋楚瑜・余湘ペア
得票率 57.13％ 38.61％ 4.26％
得票数 8,170,231 5,522,119 608,590

資料元：中央選挙委員会「總統副總統選舉 候選人得票數」（2020 年1月 11 日）
https://www.cec.gov.tw/pc/zh_TW/P1/s00000000000000000.html

【摘要】



ことを示すものであったが、選挙で勝利したこと
で反省を忘れることはせず、過去に不足や間に合
わなかったところは、今以上にしっかりやってい
くことを保証すると強調した。最後にともに選挙
を戦った、韓候補、宋候補に対して一緒に民主選
挙の旅を完成させたことに感謝の念を述べるとと
もに、政党の立場は異なろうとも将来的な協力の
機会を信じると述べた。
2018 年 11 月の統一地方選挙で国民党候補とし
て、22 年ぶりに高雄市長選挙に勝利した韓市長
は、就任から半年も満たぬ時点で「韓流」ブーム
の勢いに乗り、党内予備選を勝ち抜き、現職高雄
市長の身分として総統選挙に挑戦したが、蔡総統
に 260 万票もの大差をつけられ惨敗した。今選挙
の敗戦にき、韓市長は「自分の努力が足りず、皆
の期待に応えることができなかった」と敗北を認
め、蔡総統に勝利を祝福する電話をかけ、今後四
年間は台湾人のために幸福で安心した日々を過ご
せるよう努力することを望むことを強調した。
2000 年の総統選挙以降、副総統候補を含むと5
度目の総統選挙の出馬となった宋楚瑜氏は、「最
後の戦い」として本選挙に挑んだものの、前回獲
得した得票率を大きく下回る結果となった。宋主
席は、支持者に対して、今選挙結果の結論を国民
が下したものとして決定を受け入れ、蔡総統に対
しては、自分が総統候補による討論会で主張した

ことを忘れずに政策施行の際には、参考にしても
らいたいと述べたが、六度目の挑戦を含む今後の
動向については、明言を避けた。

2．立法委員選挙の結果

全 113 議席を競う立法委員選挙は、小選挙区
73、比例代表区 34、原住民選挙区6（山地、平地
各3）から構成されている。本選挙には、過去最
多の 18 政党が出馬した。
与党民進党は、小選挙区では雲林県以南（屏東

県1区は緑系無所属）で全勝するなど着実に議席
を積み重ね、46 選挙区で勝利したが、比例代表は
緑系の小政党が乱立し、票が分散したこともあり、
前回から-5となる 13 議席にとどまり、全体では
前回の選挙よりも微減したが、どれでも単独過半
数を超える 61 議席を獲得した。
国民党は、韓流ブームが隆盛を極めた時期には

支持率でも民進党を上回り、一時期は過半数獲得
と鼻息が荒い時期もあったが、韓流の退潮、比例
代表区名簿に親中的とみなされる人物が複数名簿
入りしたことにより、党内外から厳しい指弾を受
けた挙句に、名簿の順位も再調整を余儀なくされ
るなど混乱をきたし、小選挙区では地盤とされた
北部地域で苦戦するなど選挙区では 22 議席にと
どまった。比例区では、民進党と同等の得票率を
獲得し、13 議席を獲得し、合計では過半数の目標
には程遠かったが前回比で微増の 35 議席となっ
た。なお、比例名簿 15 位の呉敦義主席は落選し
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桃園楊梅での民進党の集会

台北での国民党の集会に集った韓国瑜氏ファンの人々



た。
「非緑非藍」（非民進党非国民党）を標榜し、第
三勢力の結集を掲げ、柯文哲市長の下に初の国政
選挙に挑んだ台湾民衆党は小選挙区では、多くの
候補者の知名度不足もあり、全滅に終わったが、
比例代表選挙では着実に票を重ね 150 万票あま
り、得票率でも 11％あまりを獲得し、一気に五議
席を獲得し、名実ともに第三政党の地位を獲得し
た。

前回選挙で初めて出馬し、5議席を獲得した時
代力量は、民進党との距離感、路線対立に基づく
党内抗争があり、前回選挙区で当選した議員が離
党したこともあり、小選挙区で全滅したが、比例
代表区では8％近い票を獲得し、どうにか3議席
を確保した。
親民党は、前回の総統選挙で宋氏が総統選挙で

10％以上の得票率を獲得するなど、健闘したこと
もあり、比例区でも3議席を獲得した。今選挙で
は郭台銘氏の支援を受け、党勢拡大を図ったが、
「非藍緑」を掲げた民衆党と支持層が重なったこ
ともあり、得票率も5％にとどかず議席なしに終
わった。
本格的な国政選挙へ初めての挑戦となった独立

左派を標榜する台湾基進党は、小選挙区でも候補
を立て、民進党が禅譲し、緑陣営全体の支援を受
けた陳柏惟氏が台中2区で現職の国民党委員を退
け、待望の初の議席を獲得した。また比例代表選
挙でも南部を中心に票を重ね、議席獲得には至ら
なかったが、得票率3％を超えたことで政党補助
金を獲得した。
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桃園楊梅で声援を送る民進党支持者

表2 第 10 回立法委員選挙における各政党の議席数

民進党 国民党 民衆党 時代力量 基進党 無所属
総計(前回比) 61（－ 7） 38（＋ 3） 5（＋ 5） 3（－ 2） 1（＋ 1） 5（＋ 4）
小選挙区 46 22 0 0 1 4
比例代表 13 13 5 3 0 0
原住民区 2 3 0 0 0 1

資料元：中央選挙委員会の資料を元に筆者が修正

表3 立法委員比例代表選挙区の政党別得票率、議席数

政党 得票数 得票率（％） 獲得議席数
民主進歩党 4,811,241 33.9774 13
中国国民党 4,723,504 33.3578 13
台湾民衆党 1,588,806 11.2203 5
時代力量 1,098,100 7.7549 3
親民党 518,921 3.6647 0

台湾基進党 447,286 3.1588 0
資料元：中央選挙委員会「不分區及僑居國外國民立法委員選舉 政黨得票數」（2020 年1月 11 日）
http://www.cec.gov.tw/zh_TW/T4/s000000000000000.html



なお無所属議員が5選挙区で当選しているが、
うちわけは緑系が3議席、藍系が2議席となって
いる。台北市、桃園市、屏東県が民進党系、花蓮
県、山地原住民が国民党系となっている。

3．選挙を終えての雑感

今回の総統選挙で、筆者は 1996 年の初の民選
総統選挙から7回目の総統選挙を体感したことに
なる。今選挙も無事に終わったことで、台湾の民
主主義の基盤が更に堅いものとなったことを感じ
る。
ここでは、選挙後とりあえずの雑感を述べたい。
民進党の勝因については、日本のメディアはじめ、
多数の見解が述べられている。今選挙の争点とし
ても挙げられた「中国との距離感」に代表される
「中国要素」は、最大公約数であったとに概ね異論
はない。「韓国瑜を総統にさせたら大変だという
危機感が民進党に対する嫌悪感を上回った」とい
う論点は、筆者個人とてしは最も痛感した要素で
はあるが、ここでは「団結の民進党VS 分裂した
国民党」という構図に言及したい。
一昨年の統一地方選挙で一敗地に塗れた民進党
が、昨年3月以降は「現職総統 VS 前行政院長」
という前代未聞の予備選に直面し、一時的には党
内の亀裂もさらに深まったが、年初の習近平発言
や夏以降の香港情勢の先鋭化という追い風に乗
り、8月以降は支持率で逆転し、当初沈黙を守り
副総統候補に就くことを固辞していた頼氏を採り
こむことで「党内整合」が完成したことで、「蔡総
統再選」と「議会単独過半数確保」という明確な
目標を確立し、表面上は挙党一致態勢で選挙に臨
むことができたというのが筆者の偽りのない思い
である。

その一方、統一地方選挙で大勝したことで政権
奪還の可能性と雰囲気が高まった国民党は、複数
の有力者が総統候補に名乗りを挙げ、早くも予備
選の段階から混乱を生じ、公認候補選出後は、党
中央が郭台銘、王金平らとの関係修復に失敗した
だけでなく、韓候補と党中央との関係すら脆弱な
まま、「不団結の国民党」のまま選挙戦に突入して
いく中で、次々に明るみに出た韓候補に関する事
案（スキャンダルというほどではなかったが）に
対し、同人の個人的特質に厳しい目が向けられる
ようになり、最後は「香港情勢」がとどめを刺し
たというのが筆者の実感である。
開票から1週間の時点で、韓候補は高雄市長の

職務に復帰しているが、党内では次期主席選挙選
出にとどまらず、次世代の議員や党員からは、あ
るべき対中国路線の検討、党改革や「革命」まで
もが議論の遡上にのぼっており、引き続き注視が
必要な状況になっている。春節以降に進展する韓
市長に対する罷免案の状況とともに次号以降報告
する予定である。
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2019 年9月 台湾和菓子講座

和菓子職人 伊藤 郁

日本台湾交流協会では、台湾の方々の日本理解を深めるため、日本文化事業として様々な催しを実施
しています。今回は和菓子作りの体験を含め、和菓子の歴史や菓銘の意味等から日本文化の深さに触
れることのできた和菓子講座の様子をご紹介いたします。

日本台湾交流協会様からのご依頼があり、2019
年9月6日～9日の日程で台北、高雄の2箇所の
会場で日本文化の一端としての和菓子をご紹介さ
せて頂く貴重な機会を頂きました。

講師は伊藤郁、老泉翔太氏の2名。

台湾は親日家の方が多いと伺っていましたの
で、皆様に和菓子をお伝えすることを楽しみにし
ていました。
2名とも台湾初訪問でした。

講師経歴

・老泉翔太(おいずみしょうた 28 歳)
愛知県瀬戸市にある
「和菓子処 三好屋老泉」の三代目

和菓子製造経験年数は菓子専門学校も含め 10
年ですが、現在日本に数多くの和菓子職人がいる
中でも 138 名しかいない「選和菓子職」の資格を
持つ優秀な若手職人さん。
瀬戸市はもちろんの事、各地で和菓子教室を主
宰されています。
今回初めての海外での活動でした。

・伊藤郁（いとうかおる 66 歳）

株式会社虎屋に 45 年間勤務し東京・京都での
30 年以上の製造経験の他、広報課では広く和菓子
の紹介をしていました。
2016 年 63 歳で退職後、現在は日本各地で和菓

子講師を務め、広く和菓子の魅力をお伝えしてい
ます。
虎屋在職中、2002 年には韓国広報文化院様から

の依頼でソウル、釜山、済州島での和菓子講座を
行ないました。
退職後 2018 年6月には北京市内5か所、19 年

2月には北京日本大使館様ホールでの講座も行い
ました。
また 2019 年 11 月には上海日本領事館様ホール

でも和菓子講座を行っています。

9月7日 台北会場

「議題製作所（Topic Factory）」様での開催。
午前中は三立新聞台様からの取材。
インタビューでは和菓子作りに対する思いなど

をお話しし、いくつかの菓子製造風景の撮影もあ
りました。
2日間に渡り当日のイベント風景が TV 放送

され、またYou Tube では再生回数6千回以上と
多くの台湾の方々に和菓子をご紹介する機会に恵
まれました。
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（老泉氏のハサミ菊製造風景）

午後は約 80 名の参加者の皆様に、虎屋 16 代の
言葉にある、「和菓子は五感の芸術」を題材に、和
菓子は味覚・視覚・嗅覚・触覚・聴覚の五感が大
切であることをお伝えし、四季それぞれの意匠、
色彩、木型など様々な道具の話などを織り交ぜ、
和菓子の楽しみ方をお話させて頂きました。

試食菓子も 100 個ほど用意しました。

（台北会場の皆様と）

五感

・味覚
美味しさはもちろんのこと、原材料のもつ様々
な風味、甘さなど多くの要素があげられます。

・視覚
綺麗な仕上がり、色の濃淡などの使い方など
目からの情報で楽しみます。

・嗅覚
和菓子はお茶と共に歩んでおり、お茶の香り
を邪魔しないように作られ、餡、柚子、ゴマ、
肉桂、黒砂糖などの素材の持つほのかな風味
を楽しみます。

・触覚
餅や求肥などの手に触れた時の感覚、羊羹を
噛んだ時の弾力などを楽しむ。

・聴覚
なぜ菓子に耳が必要なのか？
和菓子はそれぞれに名前が付いています。
菓銘（かめい）といいます。
掌に乗る小さな菓子の中に込められた、古典
文学、名所旧跡、四季の花などから名付けら
れた菓子の名前を聞くことで、そのイメージ
が頭の中に広がり、何を意味しているのかを
理解できるのです。
菓銘は和菓子の重要な部分を占めています。

菓銘の話は台湾の皆様には少し分かりにくかっ
たので、「小籠包」を菓銘に例えてお話しましたと
ころご理解頂けました。参加者の約半数の方が日
本語を理解でき、通訳の方の適切な表現もあり皆
様に和菓子をご紹介できたことと思います。

デモンストレーションでは、四季それぞれの菓
子の作り方を道具の紹介も織り交ぜ皆様にご覧頂
きました。
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和菓子作りは手先の細かな作業ですので離れて
いる皆様にもご覧頂けるようプロジェクターをご
用意頂きました。着色された丸い練切生地が、繊
細な指の動きで菓子に変わる毎、ホール全体に歓
声が響きました。

老泉氏からはハサミの使い方など仕上げるのが
非常に難しい技術の「ハサミ菊」の実演があり、
出来上がりの美しさに多くの皆様が写真撮影をさ
れていました。

（ハサミ菊）

お話しも大切ですが体験もあればより理解しや
すいのではと思い、準備などの都合もあり両会場
5名の参加者のみでしたが製菓道具の一つ「三角
ベラ」を使い、菊のお菓子作りを体験して頂きま
した。簡単に見えますが、手首の返し方、線の入

れ方など皆様ご苦労されていました。

これまで台湾、韓国、中国と多くのアジア各地
の方々に和菓子を紹介できる機会があり、材料は
毎回通常日本で販売している餡を持参していま
す。
今回の講座では練切生地と餡合計 13㎏を持参

しました。

（台北での体験風景）

9月8日 高雄に移動 高雄会場

朝、台北から新幹線に乗り高雄に移動。車窓か
らは日本？台湾？どちらとも区別がつかない田園
風景が広がり、寺院の屋根瓦の色で台湾にいると
判別できました。

「高雄商務会議センター」様での開催。会場到
着後早々に試食菓子作りを行い、午後2時からの
お客様のお出迎え。高雄会場でも約 80 名様の参
加があり、台北と同じ内容の講座を行いました。
皆様早い時間に到着と、和菓子に対する熱意を

感じました。
台南で練切を販売している女性も参加され、「こ
ちらでは思うような材料の入手が困難」・「色々知
りたいが、中々教えを乞う機会も少ない」・「今日
を楽しみにしていました」と嬉しいお言葉も頂き、
同じ菓子を作る者として貴重な意見交換が出来ま
した。
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講座終了後、練習されてくださいと、少しです
が練切生地をお分けしたところ、飛びっきりの笑
顔のお礼がありました。

台北・高雄の両会場とも幅広い年齢層の方々が
お越しくださいました。
何れの会場でも皆様菓子を写真に収め、どの菓
子を試食するかを真剣に悩まれていました。

質疑応答

Ｑ・各会場で試食された皆様に、このまま味を変
えることなく現地の方に受け入れられるか？
「甘さ」、「柔らかさ」などについて質問しま
した。

Ａ・いずれの地域でも約3割の方から、「甘過ぎ
る」・「砂糖を 20～30％くらい控えて欲しい」

などの感想を頂きました。
参加者の約4割の方が初めて和菓子をお召

し上がりになったと言われました。

Ｑ・日本に行って美味しい和菓子を食べましたが、
台湾の友人にお土産で持ち帰るにはどうすれ
ばいいですか？
との質問がありました。

Ａ・夜市のかき氷を例えにして、上生菓子と言わ
れている和菓子の賞味期間は1日～2日であ
ること。
このままの状態を数日保つことは出来ず、

美味しいものは現地で食べて、旅行の思い出
と共に写真と頭の中の記憶として残し、また、
旅行に出たい、美味しい物を食べたいと思う
ことが旅をする楽しみではないでしょうか。
とお答えしました。

皆様、試食菓子はほぼ完食されており、練切の
ねっとりした口触り、甘さに慣れていないので
は？と感じました。
甘いとの感想がある反面、訪日経験があり和菓

子をご存知の方からは「美味しい」・「台湾で和菓
子が食べられるとは」など嬉しいお言葉も頂きま
した。

各国それぞれにその国の文化があり、食文化も
気候風土、穀物、水、伝統の技術と工夫された道
具など長い歴史の中で様々に発展してきました。

現地の気温、湿度なども考慮し出来るだけ現地
調達できる材料で和菓子作りに使えるかなど調べ
る必要があると感じました。初の台湾訪問でした
が大切なのは「笑顔」。言葉が通じなくとも、こち
らが笑顔なら接してくれる方々も笑顔になりま
す。
国レベルでの友好も重要ですし、また個人レベ
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ルでも、その国の方と親しくなる。互いの国を知
ること、理解することが友好の第一歩ではと感じ
ました。

和菓子のルーツ

・米や粟、稗などの穀物から作られた餅や団子や
木の実、果物など。
・飛鳥～平安時代に遣唐使によって中国より伝え
られた唐菓子。
（小麦粉を水で練って油で揚げたもの）

・鎌倉～室町時代に中国から禅宗の僧侶が伝えた
「点心」が変化したもの（饅頭や蒸羊羹など）。
・室町～安土桃山時代にかけて
ポルトガルやスペインから入ってきた南蛮菓子
（カステラ、金平糖など）。

これらが、江戸時代になり茶の湯文化の発展し
た京都を中心に進化して、今の和菓子の基が出来
上がったと言われています。

持論ですが、「日本人の DNA には餡の遺伝子
が組み込まれている」と感じています。
調べても餡を持つ遺伝子はありませんが、ある
年齢になると自然に抹茶の渋さと和菓子の甘味を
欲してくる。
日本人のもつ独特の感覚なのではと思います。

日本では、お菓子⇒お茶の順ですが、台湾茶は
何煎でも飲めるので、最初にお茶⇒菓子の順にな
ることなど新たな発見をしました。

・お菓子を食べる時は心が落ち着いている時。
・自分にご褒美を与える時間。
・団欒のひと時、コミュニケーションでの
一つのツールであると思います。

食べ物は口にしてしまえば形には残りませんが
記憶に残るもの。
これからも多くの皆様に愛され、記憶に残る菓

子作りを目指すとともに、和菓子の魅力を伝えて
まいります。

（伊藤郁・老泉翔太）

台北・高雄で日本台湾交流協会の皆様からお話
を伺う中で、海外で暮らすご苦労や、今回のよう
な日本を知って頂く講座を設けることなど様々な
お話をお聞きすることが出来ました。有難いこと
に今回の和菓子講座では台湾の皆様から多くの参
加申し込みがあったと伺いました。

最後になりましたが、台湾和菓子講座では、
日本台湾交流協会台北事務所広報文化部、高雄

事務所文化室をはじめ皆様方のお力添えを頂き、
無事台湾の方々に和菓子の魅力をお伝えすること
が出来ました。

貴重な経験をさせて頂きましたこと心より感謝
申し上げます。
皆様、ありがとうございました。
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花蓮・台東に見る台湾観光の課題
JNTO 日本政府観光局
海外プロモーション部 東アジアグループ
シニアアシスタントマネージャー 松田博和

＝日本人インバウンド拡大の視点から＝

私は 2017 年6月末から 19 年6月末に帰国するまでの2年間、JNTO 日本政府観光局から日本台湾
交流協会台北事務所に出向し、日台双方の観光交流を促進する仕事に取り組んだ。経済部主任（観光交
流組）として勤務する中、業務やプライベートで島内各地を訪れ、台湾の魅力を存分に体感した。知れ
ば知るほど台湾が好きになった。
九州をひとまわり小さくした台湾には、険しい山が幾重にも連なる地形や、日本統治時代の建物など
旧跡が多いといった特徴があり、豊富な観光資源に恵まれている。私はその中でも、自然美あふれる花
蓮と台東、つまり「花東」と呼ばれる東部地域を推す一人だ。優れた観光地でありながら、交通が不便
なことや、バラエティーに欠ける宿泊施設などがネックとなり、日本人を含むインバウンドは思ったよ
うに伸びていない。花東に観光面での課題が凝縮されていると言ってもよいだろう。
本稿では花東地域に焦点を当てながら、日台観光交流の課題について検討する。

◇縮まらない日台「不均衡」
2019 年の日本は台風など自然災害が多い1年

だったが、年間の訪日台湾人の数は前年同期比
2.8％増の 489 万 600 人と、増勢が続いた。一方
の訪台日本人は 2019 年 12 月9日に 200 万人を突
破（台湾交通部観光局統計）したが、訪日台湾人
数の半分にも満たない数である。18 年（1～12
月）はと言うと、訪日台湾人は前年比 4.2％増の
475 万 7258 人。これに対して、訪台日本人は
3.7％増の 196 万 9144 人にとどまった。両年と
も、訪日台湾人は訪台日本人の 2.4～2.5 倍と、差
は一向に縮まっていない。訪台日本人数も増加し
ているが、訪日台湾人数増加の勢いに追い付いて
いないのである。
国際的な観光客争奪戦の結果と言えばそれまで
だが、日本の人口が約1億 2000 万人に対し、台湾
の人口は約 2300 万人に過ぎず、明らかな不均衡

が続いている。
この日台格差が広がったのは実は、ここ数年の

出来事だ。リーマン・ショックに揺れた 10 年前
の 09 年の実績を見ると、訪日台湾人は 102 万
4292 人、対する訪台日本人は 100 万 0661 人と、
ほぼ拮抗していた。
台湾人訪日客は 13 年ごろを境に急増した。格

安航空会社（LCC）の台頭に加え、日本各地と台
湾をダイレクトに結ぶ地方路線の航空便が新規就
航したり、増えたりしたことが背景だ。ただ、多
くの路線では台湾人の乗客が多数を占め、日本人
を思った通りに集客できていない。

◇訪日客急増に商習慣の違いも
その要因は多岐にわたる。台湾の航空業界で

は、伝統的に「キーエージェント制」が取られて
いる。すなわち、繁忙期は友好的な旅行会社に優

交流 2020.1 No.946

― 10 ―



先的に座席を提供する代わりに、閑散期の座席も
強制的に割り当てるという制度だ。繁忙期は座席
を着実に確保できるメリットがある半面、閑散期
は座席を売り切らないと、損失を出すリスクを抱
えることになる。このため、団体ツアー商品が出
発直前になって、大幅に割引されて売り出される
ことがあり、台湾人の訪日客急増につながった側
面がある。
一方で、日本にはキーエージェント制を採用し
ていない上、個人旅行で台湾を訪問する人が多い
ため、爆発的な増加にはつながっていない。台湾
の業界関係者からは、「日本の旅行会社には、何と
しても座席を埋めようという姿勢が見られない」
との声も聞かれるが、商習慣の違いによるところ
が大きい。
こうした中、近年では航空会社が機材を小型化
して需給バランスを調整していることや、FIT（個
人旅行、Foreign Individual Tour）向けにインター
ネットによる航空券販売を増やしていることもあ
り、航空会社と旅行会社の関係性は大きく変容し
ている。これまでのように、路線開設後はキー
エージェントに座席販売を委託し、旅行会社の努
力によって路線を維持するという構図が崩れつつ
あるのだ。このため、台湾と日本の地方都市を結
ぶ路線の維持には、訪台日本人の増加がますます
不可欠になっている。
ここ数年、日本の地方と台湾を結ぶ便の新規就
航や増便が相次いだ。これに伴い、自治体のトッ
プセールスをはじめとした関係者の訪台が増えて
いる。台湾の業界関係者とアポイントメントを取
り付ける際、先方からは必ずと言っていいほど「日
本に来てというだけでなく、日本からも台湾に来
てほしい」という苦言が寄せられる。津々浦々の
地方自治体からの訪問希望で、アポが途切れない
状況に、台湾側からは「観光セールスは歓迎する
が、相互交流を拡大させる具体案も提案してほし
い」との本音が漏れる。

◇日本人観光客は台北に集中
日本人の台湾に対する印象は非常に良好であ

り、台湾に行ったことがある人の中で、「もう二度
と行きたくない」と言う人は皆無に等しい。だか
らといって、数ある海外の観光地の中で、次もま
た台湾に行きたいかというと、それはまた別問題
である。
台湾の観光アイテムですぐに頭に思い浮かべる

ものと言えば、小籠包（ショーロンポー）やタピ
オカミルクティなどのグルメ、超高層ビル「台北
101」、夜市、故宮博物院、台北郊外の猫空茶畑と
いったスポットだろう。
航空機の離発着が台北に集中していることもあ

り、訪台日本人の8割が台北の訪問にとどまってい
るのが現状。台湾側が求める日本人観光客の拡大
には、リピーターの獲得が不可欠となる。ただ、「台
北一本足打法」では限界がある。中南部や東部など
台北以外の観光地に日本人を導くことが必要だ。

◇東西で異なる自然風土
台湾の地図を見ると、島のやや右側を南北に中

央山脈が貫いていることが分かる。中央山脈は全
長 340 キロ、最高峰は 3825 メートルと、富士山よ
り高い。他に雪山山脈、阿里山山脈、玉山山脈と
も繋がっており、台湾の最高峰は玉山の 3952 メー
トル。玉山は日本時代に新高山（にいたかやま）
と呼ばれていた。これらの山脈を境に、台湾の東
側と西側では相異なる自然風土が生まれた。
東西を結ぶ東西横貫公路（省道台8線）はある

が、道が非常に険しいため、路線バスが1日1便
走るのみである。東西を横断する鉄道はなく、台
中や台南といった西側から花蓮や台東に鉄道で行
くには、南か北回りで移動するしかない。台湾の
東西はある意味、山脈によって分断されていると
言ってもいい。
東部の海岸は、太平洋の荒波に削られた断崖絶

壁が美しい景色を織りなしている。交通が不便な
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ゆえに残った手つかずの自然、長く続く海岸線、
山あり海ありの景色は、何度見ても飽きない。
花蓮の必見スポットと言えば、太魯閣（タロコ）
渓谷。東西横貫公路の一部として建設された道路
を利用して見学できる。日本にはない大理石の断
崖絶壁が続く絶景道路となっており、訪れる者を
魅了する。
台東は美人の湯として知られる知本温泉、省道
11 号線から沖合いに見える3つの大岩礁「三仙
台」など、観光資源は豊富だ。離島の緑島に足を
伸ばすのもよい。日本時代に火焼島と呼ばれ、日
本人が撤退した後に続いた国民党独裁時代には、
政治犯が収容されていた。収容所は人権文化園区

として整備され、一般に開放されている。海底か
ら湧き出る温泉として有名な朝日温泉も人気で、
潮風に当たりながら温泉につかれば、心と体が癒
やされること間違いない。緑島はスキューバダイ
ビングのスポットとしても知られている。
台湾には、先住民族が 57 万人余おり、台湾政府

が承認する 16 種族の多くが、花東に集中してい
る。アミ族をはじめ、ブヌン族やルカイ族、パイワ
ン族、プユマ族などが暮らし、種族によっては毎年
7～8月ごろに「豊年祭」と呼ばれる祭りを行う。
緑島と同じ台東県に属する離島の蘭嶼にはタオ
（ヤミ）族がいて、こうした先住民族との交流も、
日本では得られない貴重な体験となるだろう。
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太魯閣マラソンで渓谷を走る(1) 太魯閣マラソンで渓谷を走る(2)

東西横貫行公路のゲートから太魯閣の旅が始まる 太魯閣渓谷の断崖が続く



◇課題多い交通インフラ
中央山脈から西半分は、日本時代に整備された
在来線の台湾鉄道（台鉄）のほか、台湾高速鉄道
（高鉄）と2本の高速道路が完備している。特に
2007 年に日本の新幹線技術を導入して開通した
高鉄は、台北―高雄間の移動の利便性を劇的に向
上させた。
しかし、花蓮や台東のある東側に台北から行く
場合には高速鉄道（高鉄）が未開通である為、台
湾鉄道東部幹線かバス、あるいは航空機に乗るこ
とになる。宜蘭県の蘇澳から花蓮を結ぶ「蘇花公
路」は、断崖絶壁を縫うように走るため、長い間
バス路線が未開通の状態であった。そのため、台
湾鉄道東部幹線の特急券の入手が非常に困難な状

態であった。そのような「陸の孤島」状態を解消
するため、9年間かけて高速道路建設が進められ
ており、20 年1月6日に全線開通。台北南港から
花蓮まで約3時間 30 分で結ぶバスも同時に開通
した。運賃は定価が 320 台湾ドルである。
花東に行く場合、最も手頃でポピュラーなのが

鉄道だ。特急の自強号で、台北―花蓮は約2時間
～約3時間 50 分かかるが、運賃は 440 台湾ドル
（約 1600 円）と安い。急行の莒光号は最速で2時
間 20 分、運賃は 340 台湾ドルとさらに割安だ。自
強号も莒光号も需要の割に本数が少ないことなど
から、いずれも週末を中心にチケットがなかなか手
に入らないのが難点だ。特に連休時のチケットは、
発売と同時に売れ切れる「秒殺」状態となる。
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三仙台へ続く橋 橋の上から島を見る

立栄航空のATRプロペラ機 特別塗装の普悠馬（プユマ）号



台北-花蓮の飛行機は現在、立栄航空（長栄航空
＝エバーの子会社）1社しか運航していない。1
日2便で、所要時間は 50 分と短いが、運賃は鉄道
の2倍以上する。

◇まずは鉄道の利便性向上を
私は花東に何度も足を運ぶ中で、交通インフラ
を含む諸課題について考察を重ねた。そこで私な
りに考えた改善策などを下記にまとめた。
まずは鉄道輸送について。普悠馬（プユマ）号、
太魯閣（タロコ）号として運行される自強号は、
増発や車両の増結が望まれる。現行では8両編成
となっているが、ホームは 12 両編成に対応して
おり、増発が難しければ、増結による輸送量増強
を図るべきだ。
加えて、いずれも指定席しかないため、自由席
を設けたほうがいい。多様な乗客のニーズに対応
するため、高鉄と同様にファーストクラス車両（グ
リーン車）を設けることも検討すべきだ。
次に運賃・料金体系。現在の体系は特に外国人
には分かりにくいため、列車名と運賃・料金を整
理することが求められる。現状はプユマ号やタロ
コ号を含む4種類の自強号特急列車（運賃は一律
440 台湾ドル）の所要時間が2～3.5 時間とばら
つきがあり、先ほども触れたように、急行の莒光
号（340 台湾ドル）の方が速い場合もある。車内
設備にも種類ごとに大きな格差が存在する。

3番目に予約、発券サービス。現状では、券売
機にしろ、窓口にしろ、空席状況を列車ごとに調
べなければならないため、手間がかかる。予約も
2週間前からで、予定が立てにくい。高鉄のよう
に空席状況が一覧で表示されるような、外国人に
も分かりやすい予約・発券システムが必要だ。
4番目に、台鉄の安全性向上も喫緊の課題だ。

みなさんの記憶にも新しいと思うが、18 年 10 月
に台東行きのプユマ号が脱線事故を起こし、18 人
が死亡、300 人近くが負傷する大惨事となった。
台鉄はただでさえ遅延が多いといった問題を抱え
ている。これでは外国人観光客が安心して旅を楽
しむことはできない。日本の旧国鉄のように大胆
な改革が必要だ。
5番目に航空輸送の改善。現状は、台北―台東

間の鉄道による移動は、約 3.5～7時間だが、飛
行機では約1時間。ただし、航空便は1日5便（週
末は同6便）のみで、明らかに座席数が不足して
いる。特に早朝や夜便は、便数や座席数を増やす
べきだろう。また、台東空港に着くと分かるが、
レストランはおろか、コンビニエンスストアもな
く、観光客を迎える空港としては改善の余地は大
きい。

◇花東はリゾートにも最適
知人から「家族で過ごせる台湾のビーチリゾー

トを紹介してほしい」というリクエストをもらうこ
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普悠馬（プユマ）号、太魯閣（タロコ）号 PP（プッシュプル）自強號



とがある。屏東県の墾丁や、離島の澎湖などリ
ゾートらしいところはあるが、本格的なリゾートと
しては物足りないため、答えに窮してしまう。美
しい海岸線が続く台東こそ、その候補地だと思う。
台東では環境保全の観点から、海岸から 500
メートル以内にはホテルが建てられない決まりが
あり、現行では大規模なリゾートホテルがない。
団体ツアー客は内陸の知本温泉などに宿泊するし
かないのが現状だ。
リゾートホテルをめぐっては、開発業者が 03 年、
台東県中部・卑南郷の海岸沿いにリゾートホテル
を開発する計画を打ち出した。同県政府の BOT
による開発計画だったが、建設中に環境問題から
係争となり、16 年に営業を禁じる最高裁判決が出
てしまった。施設は完成したのに一度も営業して
いない状態が続き、環境は破壊されながら経済効
果もなく、施設が野晒しという状態になっている。
台東は温泉にも恵まれている。海岸線に近い高

台に豊富な温泉が湧出する金侖は、温泉リゾート
開発には最適の土地だ。台鉄の金侖駅から徒歩で
のアクセスも可能で、温泉からは山と海、金侖大
橋、鉄道が全て視界に入り、雄大な景色を楽しめ
る。台東の海あり山ありの環境に配慮した海岸リ
ゾートホテルがあれば、より多くの観光客が訪れ
るはずで、規制緩和が待たれるところだ。
先述したように、花東には先住民族が多い。地

元の台湾人との交流を求める観光客は多いもの
の、交流機会は残念ながら多くない。例えば、ア
ミ族の舞踊ショーが見られる花蓮の「アミ文化村」
出演者に観光地を案内してもらうなどのプランを
打ち出してみてはいかがだろうか。ショーだけで
なく、食事も提供することで、アミ族の食文化に
も触れる機会があればなお良い。

◇日本人訪台者拡大へ努力を
JNTO 日本政府観光局は毎年度、地方都市を中
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柴油（ディーゼル）自強號 特急自強號4種のNゲージ鉄道模型

開業できず野晒し状態のリゾートホテル



心に重点地域を設定し、台湾で積極的なプロモー
ションを展開している。台湾人観光客に地方都市の
魅力を知ってもらい、リピーターとして何度も訪日
してもらうことが目的だ。地方都市の訪問を促進す
ることは、ゲートウェイとなる大都市に立ち寄るだ
けでなく、現地で観光やショッピングをするなど、多

様な旅行の選択肢を提供することにもつながる。
花東は現在、日本からの直行便はないため、台

北や高雄を経由することになる。花東へのインバ
ウンドを増やすことは、台北や高雄へのリピー
ター創出にもつながるはずだ。現状では花東の魅
力が日本人に十分伝わっているとは言い難く、プ
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パイワン族夫妻の結婚式 台東縣太麻里郷金崙村長 陳志偉 氏（中央）

金崙温泉から金崙大橋越しに太平洋を臨む 金崙温泉入口

金崙駅停車中の莒光号 金崙温泉 金崙大橋と海岸



ロモーションの強化も必要だ。海外旅行の渡航先
が様々ある中で選択されるには、魅力あるプロ
モーションが不可欠である。
日本台湾交流協会が 19 年 11 月に発表した最新
の対日世論調査によると、59％の台湾人が「最も
好きな国は日本」と答え、2位の中国（8％）、3
位の米国（4％）を大きく引き離した。日台関係
は、民間交流を中心に非常に良好な状態だと言っ
ても良い。
この良好な関係を維持・強化する上でも、日本

側には訪台客を増やす努力が求められている。台
湾人のインバウンド拡大の観点からも、訪台日本
人を増やすことは有効である。私は昨年 11 月、
花蓮のタロコで行われたマラソン大会に参加する
ため、台湾を訪れた。台湾は今、日本と同様にマ
ラソンブームで、各地でマラソン大会が開催され
ている。自転車で台湾を一周する「環島（ホアン
ダオ）」も人気だ。1人でも多くの日本人がタピ
オカやショーロンポーだけでない台湾の魅力を
知ってほしいと心から願っている。（了）
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台湾全土と花蓮、台東の位置関係

緑島の朝日温泉 太魯閣渓谷の先にある觀雲山莊

台湾国鉄山里駅



事業紹介

令和元年度日台産業協力架け橋プロジェクト事業
（一般財団法人九州産業技術センター）活動報告

日本台湾交流協会東京本部
貿易経済部副長 金子翔平

日台産業協力架け橋プロジェクト事業は、当協
会が経済産業省の補助を受け、平成 25 年度から
実施している事業です。日本の中小企業振興を主
な事業目的とした団体や地域の産業振興団体等が
主導する日台間の産業協力強化プロジェクトを支
援する事業として、今年度は4つのプロジェクト
を採択しています。（表1）
今回は、その中の1つである一般財団法人 九
州産業技術センターが実施するプロジェクトにつ
いてご紹介したいと思います。

●九州産業技術センター活動報告

～九州台湾連携によるグリーンエネルギー・
循環経済プロジェクト形成・促進事業～
・プロジェクトの背景・目的
深刻な公害を克服した経験を有する九州には、
廃棄物リサイクルや水処理等の環境技術を有する

企業や日照時間が長いという利点を活かした太陽
光発電等の再生可能エネルギー企業が集積してい
ます。一方、台湾では、経済発展に伴う環境問題
への対応や循環経済の促進、再生可能エネルギー
の導入等が政策として推進されています。
こういった背景の下、九州産業技術センターで

は、九州という台湾に近い地理的な優位性と九州
企業の有する質の高い技術を踏まえて、台湾にお
ける九州と台湾との貿易・投資プロジェクトの形
成と促進に繋げるとともに、台湾の政策推進及び
問題解決を目的として、「九州台湾連携によるグ
リーンエネルギー・循環経済プロジェクト形成・
促進事業」を実施しています。
九州産業技術センターのプロジェクトは、8月

の福岡でのセミナー開催に始まり、9月と 11 月
に台北で開催された展示会への出展、商談会及び
セミナーの開催と、内容が大変充実したものと
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表1 今年度の採択プロジェクト



なっています。（表2）
今回は直近に行われた 11 月の事業についてご
紹介したいと思います。
・「日台総合マッチング大会」（TJ CONNECT
FAIR 2019）への参加
九州産業技術センターは、11 月 28 日～30 日の
3日間、台北で開催された「日台総合マッチング
大会」（TJ CONNECT FAIR 2019）に九州の中小
企業5社を伴って参加し、展示会の開催期間中に
は、台湾企業との一対一の商談会、九州企業の取
組を紹介するセミナーを実施しました。
また、九州産業技術センターがこれまで支援を
してきた九州企業と台湾企業との共同事業化に向
けたMOUも会場内で締結され、今後より一層の
連携について合意されました。

【日台総合マッチング大会（TJ CONNECT
FAIR 2019）出展】
日台総合マッチング大会は、日台産業連携を推
進するために台湾の経済部が開設した台日産業連
携推進オフィス（TJPO）を運営する財団法人資
訊工業策進会（略称：III ／トリプルアイ）が主催
しており、地方自治体等による観光物産 PRエリ
アやご当地物産販売エリアが設けられ、日本の多
くの自治体が PRを行っていました。
九州産業技術センターもセンターの取組や支援
企業の PRを行い、現地テレビ局のインタビュー
を受ける等、注目を集めていました。

【商談会開催】
11 月 28 日、29 日には九州の中小企業5社（表

3）と台湾企業との一対一の商談会を実施し、1
コマ 40 分の商談会で2日間、合計 37 件の商談が
行われました。台湾側商談相手は 22 社、商談件
数 37 件、うち継続案件 13 件でした。今後の商談
の展開が大いに期待されます。
【九州台湾循環経済・グリーンエネルギービジネス
セミナー開催】
11 月 29 日には、九州の企業による自社の技術

に関するプレゼンテーションをセミナー形式で開
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表2 九州産業技術センターのプロジェクト概要

展示会の様子

三立新聞網による報道



催しました。
参加者は 28 名（関係者除く）。アンケートによ
る満足度は 95％で、発表者に対して聴衆からの活
発な質問が寄せられ、環境問題への対応や循環経
済の促進に関する台湾での関心の高さが伺われま
した。

【成果：MOU締結】
これまで九州産業技術センターが支援してきた
日台企業連携の案件が展示会会期中に大きな一歩
を踏み出しました。
使用済み紙おむつの水溶化処理・再資源化の技
術を有するトータルケア・システム株式会社と台
湾大手の紙おむつメーカーである康那香企業股份
有限公司(KNH 社)が台湾における使用済み紙お
むつリサイクルの事業化に向けて全面的に協力し
ていくことに合意するMOUを締結しました。
日本と同様に台湾においても高齢化が進む中

で、良質なパルプを含む紙おむつのリサイクルの
重要性は高まっており、今後の両社の連携による
事業の推進が大きく期待されます。両社のMOU
締結については、現地報道及び日本でも西日本新
聞で取り上げられました。
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表3 参加企業紹介

商談会の様子 セミナーの様子

トータルケア・システム(株)と KNH社によるMOU締結
が当協会及びTJPO立ち会いの下で行われた



●日台産業協力架け橋プロジェクト事業に
ついて
日台産業協力架け橋プロジェクト事業は、今年
度から助成金交付形式により、日台の機関の共催
で開催する商談会、セミナー及び展示会を対象に、
経費の一部を助成するとともに、事業実施を加速
（自立化・目標への到達を加速・強化等）するため、
応募団体が連携を希望する台湾側パートナーとの
マッチングサポートや、事業の円滑な実施のため現
地情報及び事業実施のノウハウを提供しています。

なお、平成 25 年度～平成 30 年度までに公募に
よって 32 の交流プロジェクトを採択・支援し、日
本企業と台湾企業とのビジネス交流を推進してき
ました。（表4）
当協会では、来年度も日台産業協力架け橋プロ

ジェクト事業を実施いたします。令和2年1月から、
実施団体を公募する予定ですので、台湾の企業・団
体とのビジネス交流計画をお持ちで本事業にご関心
のある方は、当協会のホームページ（https://www.
koryu.or.jp/）にて詳細事項をご確認ください。
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表4 これまでの採択プロジェクト

本件事業に関する問合先

公益財団法人日本台湾交流協会 貿易経済部

03-5573-2600（代）
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主な日本台湾交流協会事業 （12月実施分）

12月 場所 内容

1日 台北市（語言訓練測験中心等） 2019年第2回日本語能力試験（共催）

3日 台北市（台北事務所文化ホール） 華道講座（主催）

5日 東京 理事会

6日 東京 修士・博士論文執筆のための訪日経費助成プログラム来日オリエ
ンテーション

7日 高雄市 2019年度第2回日本語教育研修会高雄会場（主催）

8日 台北市（PCBC犇亞会議中心） 第2回日本語教育研修会（主催）

11日 台中市 領事出張サービス

14日 台北市（東呉大学） 台湾日本語文学会 2019年台湾日本語・日本文学研究国際シンポ
ジウム「日本語・日本文学研究の人文知・社会知」（名義）

14日 台北市（台北事務所文化ホール） 第4回中等教師研修会（華道）（主催）

14-15日 高雄市、台北市 第29回 JAL日本語スピーチコンテスト（名義）

15日 高雄市 第8回日本台湾交流協会元奨学生懇談会（主催）

16日 加賀市（石川県） 日台パートナーシップ強化」セミナー（共催）

17日 金沢市（石川県） 日台パートナーシップ強化」セミナー（共催）

18日 台北市 第8回日台出入境管理会合（共催）

18-28日 高雄市（中山大学） 日本研究支援事業客員教授派遣

19日 台南市 領事出張サービス

21日 台北市（東呉大学） 第5回中等教師研修会（百人一首かるた）（主催）



令和２年１月27日　発　行
編集・発行人　舟町仁志
発　行　所　　郵便番号　106－0032
　　　　　　　東京都港区六本木３丁目 16 番 33 号
　　　　　　　　　　　　　　　青葉六本木ビル７階
　　　　　公益財団法人　日本台湾交流協会　総務部
　　　　　　　　　電　話（03）5573－2600
　　　　　　　　　ＦＡＸ（03）5573－2601
　　　　　　　　　ＵＲＬ http://www.koryu.or.jp
　　　　　　　　　　　　 （三事務所共通）
表紙デザイン：株式会社　丸井工文社
印　 刷 　所：株式会社　丸井工文社

台北事務所　台北市慶城街 28 號　通泰大樓
　　　　　　Tong Tai Plaza., 28 Ching Cheng st.,Taipei
　　　　　　　　 電　話（886）2－2713－8000
　　　　　　　　 ＦＡＸ（886）2－2713－8787

高雄事務所　高雄市苓雅区和平一路 87 号
南和和平大楼９樓・10 樓

　　　　9F, 87 Hoping 1st. Rd.,Lingya Qu,kaohsiung Taiwan
　　　　　　　　 電　話（886）7－771－4008（代）
　　　　　　　　 ＦＡＸ（886）2－771－2734

2020年１月　vol.946

※本誌に掲載されている記事などの内容や意見は、外部原稿を含め、執筆者個人に属し、公益財団法人日本台湾交流協会の公式
意見を示すものではありません。

※本誌は、利用者の判断・責任においてご利用ください。
　万が一、本誌に基づく情報で不利益等の問題が生じた場合、公益財団法人日本台湾交流協会は一切の責任を負いかねますので
ご了承ください。

　公益財団法人日本台湾交流協会は外交関係のない日本と台湾との間で、非政府間の実務
関係として維持するために、1972 年に設立された法人であり、邦人保護や査証発給関連
業務を含め、日台間の人的、経済的、文化的な交流維持発展のために積極的に活動してい
ます。
　東京本部の他に台北と高雄に事務所を有し、財源も大宗を国が支え、職員の多くも国等
からの出向者が勤めています。

●　●　日本台湾交流協会について　●　●

至青山
至溜池

至渋谷

麻布
警察署

日本台湾交流協会
東京本部

東洋英和
女学院

飯倉片町

ファミリーマート

麻布小学校

駐車場

青埜（和菓子屋）

そば屋

ドン・キホーテ

AXISビル
G.
S

六
本
木
一
丁
目
駅

泉ガーデン
タワー

六本木
グランドタワー

３番出口
５番出口 １番

出
口

２番
出
口

六本木駅
<六本木通り>

三菱東京UFJ銀行

後藤
花店

<

外苑東通り>

芋
洗
坂

<

鳥
居
坂>

＊六本木駅より徒歩８分
　・営団地下鉄日比谷線３番出口
　・都営地下鉄大江戸線５番出口
＊六本木一丁目駅より徒歩８分
　・営団地下鉄南北線１番出口

アウディ

敦　

化　

北　

路

台
北
文
華

東
方
酒
店

復　

興　

北　

路

長　　　春　　　路

日本台湾交流協会
台北事務所

兄弟飯店

慶城街
１号

微風南京

台北小巨蛋

南　京　東　路　三　段 MRT松山新店線

慶 　
城 　

街
120巷

MRT南京復興駅
（７番出口から徒歩５分）

三　

多　
一　

路

五　

権　

街

四　

維　

二　

路

和　平　一　路

玉成
幼稚園

寒軒
大飯店

GS ７-11

日本台湾交流協会
高雄事務所

2020年１月
vol.946

CONTENTS目次 
速報 総統選挙：蔡英文総統が圧勝で再選！ ………………………… 1
（石原忠浩)

2019年９月 台湾和菓子講座 …………………………………………… 5
（伊藤 郁)

花蓮・台東に見る台湾観光の課題 ………………………………………10
（松田博和)

事業紹介
令和元年度日台産業協力架け橋プロジェクト事業 …………………18
（金子翔平)

日本台湾交流協会事業月間報告 ………………………………………22

ローソン

Ｍ
Ｒ
Ｔ
文
湖
線

表３表２



2020年１月vol.946

ISSN 0289-9191

公益財団法人 日本台湾交流協会

速報　総統選挙：蔡英文総統が圧勝で再選！

Japan-Taiwan Exchange Association

表１表４


	19-12-120　01_表紙1.pdf
	19-12-120　02_表紙2.pdf
	19-12-120　03_速報　総統選挙：蔡英文総統が圧勝で再選.pdf
	19-12-120　04_2019年９月　台湾和菓子講座 .pdf
	19-12-120　05_花蓮・台東に見る台湾観光の課題 .pdf
	19-12-120　06_事業紹介-令和元年度日台産業協力架け橋プロジェクト事業 .pdf
	19-12-120　07_日本台湾交流協会事業月刊報告.pdf
	19-12-120　08_表紙3.pdf
	19-12-120　09_表紙4.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


